
体育に関する意識についての研究←）

永井康宏・小玉耕平

1　は　　じ　め　に

　体育とは身体運動やスポーツの実践によって

成立する教育作用を意味し，　般には運動やス

ポーツによる人間生成あるいは人間形成といわ

れている。したがって，単なる運動やスポーツ

の実践が直ちに体育であるのではないけれど

も，運動やスポーツが行なわれないところに体

育は成立しないから，運動やスポーツの実践は

体育成立の基本条件と考えてよい。そこに体育

成立の手がかりがあると考えられる。

　このような運動やスポーツ実践の機会は，学

校，家庭，地域杜会などにあるカミ，学校におい

ては全員必修の教科体育時，他に教科外の特別

教育活動や学校行事活動の機会，さらには自由

時などがあり，適切な指導とあいまって，そこ

にそれぞれ体育が成立することが期待されてい

る。

　しかし，最近の受験体制と進学競争の激化に

伴って，学校における運動やスボーツの実施が

しだいに減少の傾向にあることが指摘されてい

る。例えば，昼休み時間や放課後学校で運動す

る生徒が減少したとか，対外試合が華やかにジ

ャーナリズムによって喧伝されているにもかか

わらず，運動部（クラブ）員の数はしだいに減

少しつつあるとかいわれているのがそれであ

る。

　そのような状況が存在することは確かである

し，また，受験体制がそのような事態の最も根

本的な原因になっていることも否定できないだ

ろう。しかし，運動やスポーツの実施がどの程

度に減少したか，また，それがどのような理由

にょるかを具体的に検討することもしないで，

すべて，原因や撞由を受験体制だけに帰するこ

とは非科学的であろう。現状の把握やその原因

や理由の追究は困難ではあるが，そうかといっ

て，何も一しないで，撲手傍観しているというの

では，あまりに無責任であり，また，ふがいな

いと．思わ㍗る。

　未研窄峠このような動機や観点から，二県

の申学生高校生の最近の運動生活の実態や運動

に対する感じ方，考え方を調査し，事態の真相

を究明し，それから彼等の体育についての意識

や，意識の形成に影響を及ほしている要因につ

いて考察し，今後の学校体育ρ経営や指導のた

めの手がかりを求めようとしたものである。

　　　　　2　研　究　方　法

　主として都市部の申学校，高等学校から抽出

した申学生1，500名，高校生1，500名，計3，000

名を対象として質間紙法により同答を得，不傭

なものを除外して集計整理し，その結果から動

向を推定する．という方法をとった。調査対象及

人員は次のとおりである。

　　　　調査集計人員内訳　　％人
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・申学校生徒（1校当150名（各学年50名）

任意抽出）

松江第一申学校

松江第三中学校

出雲第一申学校

浜田第一申学校

勝山申学校

松江第二申学校

松江第四申学校

大社申学校

高津申学校
　　（以上島根県）

御幸申学校
　　（以上愛媛県）

・高等学校生徒（1校当り150名（各学年50

名）任意抽出）

　松江北高等学校　　　松江南局等学校

　松江工業高等学校　　松江商業高等学校

　出雲高等学校　　　　出雲工業高等学校

　浜田高等学校　　　　益田産業高等学校
　　　　　　　　　　　　　（以上島根県立）

　松山北局等学校　　　松山南筒等学校
　　　　　　　　　　　　　（以上愛媛県立）

④調査の時期

　昭和40年6月一7月

◎調査用紙　　別紙（文末に掲載）

㊥　調査結果

　　回答を学校段階別ごとに集計した結果

　　は別表1から10までである。

〔注〕①考察の都合上，性別，コース別（希望を

　　　含む），運動クラブ（部）所属別に分類

　　　した。

　　②数字はすべて百分比である。

　　③比率はすべて不明や無記をも加えた数で

　　　算出したが，表にはすべてコース不明や

　　　無記を除き，必要な部分のみを掲げた。

3　調査結果についての考察

　先つ運動やスポーツに対する申学生高校生の

情緒的な傾向や，生活における運動やスボーツ

についての認識，傾向について考え，次に，運

動やスボーツヘの参与の実態，さらに，彼等が

運動やスポーツにどのような具体的意義を見出

しているか，運動部の現状をどうみているかを

検討し，彼等が体育に関してどのような意識を

もっているかを考察することにした。

（1）運動やスポーツに対する情緒的傾向について

　運動やスボーツが好きかとの質問に対し，

「好き」と答えた者が申学生で72．4％，高校生

に78．4％あり，「嬢い」と答えた者が申学高校

に約3％，「どちらでもない」が申学で24．2

％，高校で18．2％，であった。（図1）最近の申

学生，高校生の大多数（75．6％）は運動やスボ

ーツを愛好しているようである。

　愛好者を，性別，コース別，部所属別に比較

検討してみると，「好き」とした者は性別では，

（図2）申学高校共に女子よりも男子の方に多

く，男子では高校に多い。また，コース別には，

（図3）申学では進学コースの方が多く，高校

では男子はわずかに就職コースが多いけれど

も，殆どコース別の差は見られない。運動部所

属の関係では，（図4）申学高校男女共当然のこ

とながら，現部員に最も多く，ついで旧部員で，

非部員には「どちらでもない」が多く，「好き」

は比較的少ない。しかし高校では男女共，「ど

ちらでもない」が減少しただけ「好き」が増加

し，全体としては申学よりも「好き」な者が多

くなっている。

　以上から，運動やスボーツの好き，嬢いに
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は，運動やスポーツヘの参与の経験が非常に重

要なファクターとなっていると推察される。と

もあれ，運動やスポーツは大多数の申学生，高

校生に愛好されるが，愛好者は中学生よりも高

校生に，女子よりも男子に，運動部に全く所属

しなかった者よりも，旧所属の者，さらに，現

に所属している者に多いという傾向が認められ

る。コースの区別は，高校女子を除いては余り

関係がないようである。

（2）生活における運動やスポーツの必要性の認

　識について

　申学生高校生に，体育やスボーツの存在がど

のように考えられているかを知るために，運動

やスポーツは生活にとって必要なものと思うか

どうかを問うた結果は，　（図5）のように，中

学生の57．9％が「絶対必要なもの」，37．5％が

「必要なもの」，1．8％が「どうでもよいもの」

と答え，高校生の63．7％が「絶対必要なもの」，

34．8％が「必要なもの」，O．9％が「どうでもよ

いもの」と答え，無記がそれぞれO．9％，O．5％

であった、申学生の97．4％，高校生の98．5％が，

運動やスポーツを生活にとって何等かの程度に

必要なものと考えているのである。

　絶対必要と回答した者を性別，コース別，運

動部所属別に検討してみると，性別では（図

6，7，8）部分的に女子が多い場合もある

（中学の非部員，高校の現部員）が，総体的に

は申学，高校共に男子の方が多い。コース別に

は（図7），申学では進学組に多いが，高校男

子では就職組に多く，女子では殆ど差は認めら

れない。高校男子就職組の73．1％が絶対必要と

回答しているのは，近い将来の職業生活を考慮

しての結果なのだろうか，注目に値する。運動

部所属別では　（図8），申学高校共，大体，

現，旧，非の順に多く回舎しているが，総体的

に中学より高校の方に絶対必要とする者が多

い。特に高校女子現部員の82．1％は，運動部生

活の経験によるのであろうか最高値を示してい

る。

　運動やスポーツの必要性についての認識は，

外からの教育や，生徒の現在の白已白身につい

　　図5　　運動やスボーツの必要性
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　図6　　運餓やスボ’ツの必要性（控別）
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ての自覚，現在及将来の生活に対する洞察，運

動やスポーツについての価値判断等いろいろ複

雑な要因から理性的になされるから，単なる運

動やスポーツについての経験のみが唯一なもの

ではないことは言うまでもない。しかし，運動

やスポーツの経験の深さが，認識を根本的に規

定していることも否定できないように思われ

る。申学よりも高校に，女子よりも男子に，非

部員や旧部員よりも現部員に「絶対必要」と考

えるものが多いことがそれを意味しているよう

に思われる。

（3）運動やスポーツヘの参与について

　運動やスポーツヘの参与には，直接参与と間

接参与とが考えられる。直接参与とは，運動や

スポーツに参加して自分で実際に行なうという

関わり方であり，間接参与とは運動やスボーツ

に関係しても，自分は実際には運動しないで，

他の人々が行なうのを肉眼やテレビで観たり，

ラジオで聴いたり，あるいはその記事を読んだ

りする関わり方である。申学生，高校生の運動

やスポーツヘの直接参与としては，学校での教

科体育（体育の正課），特別教育活動あるいは
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図り　　簿動部（クラブ）への加入状況

図10　運動部（クラブ）への加入状況，学隼別比較
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図11　運動部（クラブ）員の学校別内訳
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表　　　2 校内大

（図11），性別では申学，高校ともに男子の方

が多く，コース別では，中学では進学の方が、

高校では就職の方が多い。しかし各学年別に見

ると（図12，13），申学高校とも三年で就職組

が少くなっていること，高校特に女子で進学組

が少くなっていることが認められる。

⑦校内大会への参加状況

　企画運営の主体が生徒会である（特別教育活

動）か学校側である（学校行事）かは別とし

て多また，個人個人の参加の程度の差を別問題

として，生徒の実質的な参加の比率を見ると

（表2），申学で88．O％，高校ではやや少く

76．3％である。

　校内大会参加者を性別，運動部所属別，コー

ス別に示すと，男女別（図14）では，概して女

子の参加が活澄で，申学高校共わずかながら男

子を凌駕している。運動部との関係では（図

15），申学高校男女共明瞭に，現，旧，非の順

になっている。コース別（図16）では，申学で

は進学コースの方が参加率が高く，高校では，

男子の方には差が認められないが，女子では就

職コースの方が高い。

◎自由時間の運動状況

　試験その他の特別な行事のない，一週間の自

由時間に，クラフ活動や校内競技の練習以外の

運動を行なったものは（図17）のようである。

すなわち，申学では3日以上運動を行なったも

のが36．2％，1～2日が31．1％で，合計67．3％

のものが何らかの運動を行ない，高校では20．2

％が3日以上，33．2％が1～2日で合計5314％

のものが運動を行なっている。これに対し，運

会参加状況
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図14校内大会への参加状況 図17　妹み時間や俸目の鍾動状況

申学　　　　．2．

3目以上運動を行った者、・

高奮ξ　　　　　　20．2oo

男

女

．男

女

　　　．31．』．9る　　　　　　　　　　　　　　　　　　32．79る

・！　　　1～2目　、、・／壺動を行わなかった者

。3．2％　　　　　　　46・6％

　　　　1

図15校内大会への参加状況

　　　　　　　　　　・現
…　旧

図19　休み時閃や休日の運動状況（コース別）

1

図16校内大会への参加状況

　　　　　　　　　　一男子進学

申　学

ノ　高校1

　輿20　運動した時期
申学　　　　　，O％　　　　　　　　　22．1％　　　　21．8％　　　　　　18．1％

　　　昼妹み　　’、。’！放課蜜’！／　　帰宅後　　　■　　休日

高校　　　　　20．4％　　　　　　　2317％　　　　　　　　　　　　32．9ラる　　　　　　　　　　23．19る

　表3　自由時間の運動状況　　％

計

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女

動らしい運動を行なわなかったと推定されるも

のが申学で327％，高校で466％いる。運動を

行なった者を性別に比較すると（図18）申学高　　進

校共男子が多く，高校女子は極めて少ない。ま

た，コース別に比較すると（図19）申学では男

女共就職組が多いが，高校では男女共進学組が　　　就

多い。運動部との関係では多少の例外はあるが

大体，現，旧，非の順に行っている。学年別，

性別，コース別の運動状況は図24－26，表3の

ようである。運動した時期（図20）は申学では

昼休み時間が最も多く，ついで放課後である

が，高校では帰宅後が最も多く，放課後がそれ

につぎ，昼休みは最も少い。性別，コース別，

所属別に示すと（図24－26）のようである。

3日以上

1－2日
不　　記

3日以上

1－2日
不　　記

3日以上

1－2日
不　　記

3日以上

1－2日
不　　記

3日以上

1－2日
不　　記
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図21　白由時間の運動状況（全体）
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自由時間の運動状況（男女別）
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図24　畢動レ仁時期％
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図25　　（コ　ー　ス　別）
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B　間接参与

⑦スポーツやゲームを見にいく

　スポーツやゲームを見にいくものの比率は，

中学で72．5％，高校で77．0％である（図27）。

高校がや㌧多いが，よく見にいくものだけにつ

いてみると殆ど差はないといってもよく，よく

見にいくものは申学でユ43％，高校で164％で

あるに遇ぎない。性別（図28）ではヲ申学高校

共男子の方が多く見にいっている。コース別

では（図29），申学男子ではやや進学組が多い

が，申学女子では殆ど差は認められない。よく

見に行くものについては男女共殆どコースの差

はない。高校では男女共就職組の方が多く見に

いっている。しかしよく見にいくものについて

は，女子では就職組が多い（といっても全体め

10．4％に過ぎない）が，男子ではコース別の差

は認められない。共に21．0％くらいである。運

動部所属別では，申学高校男女共，はっきりと

現，旧，非の順になっており，最もよく見にい

くのは何といっても現部員で，申学では約85．0

％，高校では約87．O％が見にいっている。しか

し，’よく見にいっているのは現部員でも申学高

校男子共約33．O％，女子で平均約13．0％くらい

である。

④　スポーツ記事を読む

　新聞や雑誌（週刊誌）のスボーツ記事を読む

者は，表4のように，中学で80．6％，高校で

872％で，大多数の者が何らかの程度にスボー

ツ記事を読んでいる。全体的に高校の方に読ん

　　　図27　スポーツやゲームを見にいく

　申学　　14，3％　　　　　　　　　　　　　．2％　　　　　　　　　27．5％

…よく昆にいく 時々見にいく　　　　　、剣乙い重唯い

高毛葦　　　　　16．49ろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　‘■θ

男

女

男

女

図28　スポーツやゲー五を見にいく（性別）

申　　学

　図29　　スポーツやゲームを児にいく（コース別）

進　　　　　　　　　　　　　5．　　％
就

巨…ヨよく見にいく　　膣囮時々見にいく

壺七　　　　21，2　　　　　　　　　　　　　　　　　　66．4

進　　　　　　　　　　z52．9

就　　0．4　　　　　　　　　　　　　3。

23．0％

中学

商稜
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表4　　　スポーツ記事を読む人口　　　％

1コース別
合　計1 部所属別

1進j 就
現1 旧1

非

申 男
8
7
．
3
I
。
。
。
1
　
‘

79．3 84．7 89．5 88．5 83．7
80，6

学 女 75．1 70．4 79．2 70．7 72．9

高 男 93．4 94．2 92．8 94．O 91．6 94．2
87．2

校 女 78．6 79．8 76．1 84．8 83．8 74．3

中学

商校

申堪

高喧

図30　　スポーツ記事を読む

　22．5％　　　　　　　　　　　58，1％
殆ど毎日よむ　　、、、、　　　　時々読む

図31　スポーツ記事をよむ（性別）

837

729

942

743

ユ9．4％

＼、　　　読まない

　12．7％

図32　スポーツ記事を読む比率（コース別）　　申　学

表　　6

　　66．7
、〃　5．6

　時々読む

48．4％

48．9

　％
商校

　28．8％
　〃8・0
31・2

53．7　、

表5　テレビ。ラジオを視聴するもの　％

コース別 部所属別
合　　計 　一進1就 現1 旧1

非

申 男 96．5 97．4 94．3 97．3
9681

95．1
95．5

学 女 94．6 95．2 94，3　1 96．3 95．7 92，8

山局 男 96．7 95．2

　
I
9
7
，
8
9
7
．
4
　
1
9
1
，
6
9
4
．
8
　
・

95．8 96．7
94．2

校 女 91．O 90．7 91．9 89．7

中学

高校

図33　テレピ．ラヂオの視聴率（全体）

928

967

897

55．3％

時々視聴する

43．8％

図34　　テレピ．ラジ防の視聴率（学棲・性別）

目二よ．く視噂する　囮時々視聴する　　　　｛掌

4．5

5．8

．商稜

でいる者が多いが，男女別では申学高校共男子

に多く，コース別ではやや進学コースに多い

が，その差は高校ではわずかである。所属別で

は，概して現部員に多いという以外にははっき

運動やスポーツに対する
直　　　接　　　参

申

高

申

高

申

高

計

申

高

男

女

男

女

進

就

進

就

現

旧

非

現

旧

非

好き嬢い
1好き

75，6

72，4

78．7

79，8

65．0

87，9

65．5

74，8

69．1

78，4

79．8

92，7

76，8

52．O

96，3

83，6

66．6

嬢い
3．3

3．4

3．1

ユ．4

5．3

1．0

6．2

2．8

4．6

4．1

乞．3

0．2

1．4

7．5

0．3

1．3

5．7

どちらで
もよい

21，1

24，2

18，2

18，8

29．6

11，1

28．4

22，3

26．3

17，5

17．9

7，0

21．8
・40．4

3．4

I5，0

27．7

運動の必要性

絶対必要

60，9

57，9

63．7

60，1

55．6

67，7

58．5

59，0

57．3

61，1

66．6

70，3

61，0

45．0

76，0

63，7

57．3

必要協でも

37，1

39，5

34．8

36，8

42．1

30，8

40．2

38，5

39．7

37，0

32．7

27，5

36，9

51．5

23，4

34，8

40．9

運動部（クラブ） 校内大会
加入1旧加入非参加不参加

1，3　　　　26，9　　　　31，6　　　　41，5　　　　82，9　　　　17．1

1，8　　　31，9　　　29，9　　　38，2　　　88，0　　　11．3

0，9　　　21，8　　　33，4　　　44，8　　　76，3　　　22．6

2，0　　　　37，5　　　　30，6　　　　31，9　　　　87，6　　　　11．7

1，5　　　　26，3　　　　29，2　　　　44，5　　　　88，3　　　　11．O

1，2　　　28，8　　　34，2　　　32，3　　　75，6　　　23．4

0，5　　　　13，0　　　　35，3　　　　33，3　　　　77，2　　　　21．5

1，7　　　　32，6　　　　29，8　　　　37，5　　　　93．5　　　　　6．1

2，0　　　30，3　　　29，6　　　40，1　　　77，4　　　21．5

1，3　　　　21，1　　　　34，5　　　　44，4　　　　74，7　　　　24．1

0，3　　　23，3　　　31，7　　　45，0　　　77，3　　　21．8

O．9

1．6

2．6

0
1．1

1．3

92．3　　6，8

89，2　　　10，6

83，5　　　15．6

90．8　　8，9

79，3　　　19，9

67，0　　　31．2
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りした傾向は見られない。

　この申で，殆ど毎日読むと答えたものだけに

ついてみると，　（図30一一32）の黒の部分のよう

である。すなわち，高校では申学の2借以上に

増加している。　（図30）そして男子の方が圧倒

的に多く（図31）高校では男子の64．9％が殆ど

毎日読んでいる。高校女子は申学女子の72％

に比べれば3倍に増加しているが，全体の比率

からすれば21．1％の者が殆ど毎日読んでいるド

過ぎない。コース別（図32）にみると，申学で

は男女共進学コースがや㌧多いが，高校になる

と男子では殆ど差がなく，女子ではよく読むも

のは僅かながら逆に就職コースの方が多くなっ

ている。所属別では，大体，非，旧，現の逆順

に多い。たsし，申学女子だけは全般的に少

く，所属別の差異が殆ど認められない。

◎テレビ，ラジオの視聴

　申学生の95．5％，高校生の94．2％が，何等か

の程度に運動やスポーツの放送を視聴してい

るC（表5）殆ど視聴しないと答えたものは，

　態　　度

申学で4．5％高校で5．8％あったに遇ぎない（図

33）。男女別にみると，　（図34）のように，申

学，高校共に男子に多く，よく視聴すると答え

たものは申学男子で511％，高校男子で616％

であった。学校段階別には，男女共申学よりも

高校の方が「よく視聴」する者が多くなってい

る。コース別にみると，申学では男女共進学コ

ースの方が全体としてよく視聴し，よく視聴す

ると答えたものも，進学コースの方に多い。し

かし高校では，全体としても，わずかではある

が，就職コースの方が多く視聴し，よく視聴す

ると答えた者も，女子では，就職コースが多く

なっている。さらに運動部との関係からみる

と，申学高校男女共，大体，現，旧，非の順に

少くなっている。高男旧部員は非部員より少い

がよく視聴するだけについてみると，現，旧，

非の順になっていることが認められる。

（4）運動（スポーツ）や運動部に対する意識

　これまで運動やスポーツに対する好き嬢い，

生活における運動やスボrツの重要性の認識の

　　　　　　　　　　　　　　　％

与
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82，5

57．5

57，8

57．2

42，5

37．8

56，4

57，0

60．3

26，9

41，5

46．7

よまない

15，9

19，4

12．7

12，6

26．1

6，6

21．4

17，8

22．4

12，0

13．6

14，8

20，2

22．6

8，0

11，8

15．7

テレビ、ラジオの視聴

よ．く視聴

45，4

40，2

50．4

51，1

29．4

61，6

35．2

43，2

35．3

49，6

51．4

51，8

42，3

29．0

66，7

50，9

41．9

時・1みない

49，4

55，3

43．8

45，4

65．2

35，1

55．8

53，1

59．O

43，6

44．O

45，2

53，9

64．7

30，2

43，2

51．2

5．1

4．6

5．8

3．5

5．5

3．3

9．0

3．7

5．7

6．8

4．5

3，1

3．8

6．3

3．2

5．9

7．0
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体育に関する意識についての研究H

程度を見，それらに支えられた運動やスポーツ

に対する参与の実態を概観してきた。それを全

体としてまとめてみると（表6）のようである。

　運動やスポーツを好きとする者が全体の75．6

％，運動やスボーツを絶対必要とする者が60．9

％（必要とする者も加えれば98．O％）であるの

に対し，運動やスポーツヘの参与は，テレビラ

ジオの視聴454（948）％，スボーツ記事を読

む35．O（84．1）％，ゲームを観にいく15．4（

748）％，校内大会参加829％，運動部活動参

加26．9％，自由時活動参加28．O（60．2）％で，

少ない。しかも，参与は全体的に直接参与より

間接参与が多く，間接参与では「見に行く」よ

りも，「記事を読む」さらに居ながらにして実

況を「視聴する」方が多い。直接参与では校内

大会のような共通に与えられる特設の機会には

　　表8

多いが，運動部に加入するとか自由時間に自発

的に運動するとかいうことは極めて少ない。申

学では直接参与がかなり多いけれども，高校で

は，スポーツに対する愛好感や必要性の認識，

間接参与の率が共に向上しているにもかかわら

　表7　自由時間に運動しなかった理由　　順位％

用 仲い 勉が 掃係 しが そ

具 間 強し 除 た起 の
場 、 ’か 、

いら
所 相 読つ 集 とな

他

が 手 書た 会 いか
の

な が での の うつ 理

い な 忙で 関 気た 由

中 2 4 3 6
〕
1
一

5
学 16．4 12．7 13．5 2．9 46．4 8．0

高 3 5 2 窃
］
1
一

4
校 15．3 11．8 16．2 2．9 41．4 12．4

運動部（クラブ）に入らない理由 順位％

文い 体体 勉に
上
熱
木
戦
い
が
つ
が
漕

練に

輪
楽
で
る
な
い
見

費ぎ 帰 運 家 た 希が
そ

化る がを 強で 習で 用る 宅 望な
の

部 つこ がき がき が が 動 庭 ゾ

すい
他

に かわ 思な 思な か ．遅 が の
何

る
の

入 れす うい うい ㌧ く と ク
理

つ る よ よ り な
嬢 都

な ’
フ

由

て う う 過 る い 合 く ブ か
ら

2 6 5 7 8 4 13 1 12 1⑱

3 9 11
計

27．3 13．9 15．5 9．4． 8．9 16．6 2．7 33．9 4．9 6．3 18．5 7．9 5．5

申 2 6 盈 7 ⑭ 5 13 1 11 1⑳

3 8 12

学 23．5 14．4 15．5 10．6 7．9 15．2 1．8 33．6 5．6 5．7 18．4 9．8 5．2

高 2 6 5 8 7 4 13 1 且2 ⑭ 3 1⑰ 11

校 0．7 13．5 15．4 8．2 9．8 17．9 3．5 34．1 4．3 6．7 18．5 6．1 5．8

表　9 運動部（クラブ）員の悩み ％

健康体カ 技術的なこと 人間関係指導者 施設用具 勉　強

計 進 就 進1就 計進就計1進就 計 進　就 計1進1就

計 18．5 11．3 6．6 26．8 13．1 13．O
■

19．1 11．3 7．4 16．9 9．7 6，622．6 11．7
1081247，139■

10．4

計 男 12．5 7．6 4．8 17．8
8
．
1
・
・
1

9．6 10．8 6．2 4．4 10．6
・．・1・．・

5．6 4．9 16．5 8．1 8．4 16．1 9．0 7．O

女 6．0 3．7 1．9 9．0 3．4 8．4 5．0 4．1 1．7 6．ユ 3．6 2．4 861
“
4．9 3．3

64！2381 ’

中
計 23．8 ユ6．7 16．3 6．8 21．4 15．2 5．5 14・7110・88．45．7 3．3 18．5 12．3 5．9

12ユ．4

14．8 6．6

男 15．9 11．5
　■4．2■ユ4．3

9．5 4．6 10．8 7．7
・

2．9 2．4 ユ2．6 8．4 4．2 12．3
6，415．1　1

7．9 4．4
学

女 7．9 5．3 2．29．5　1　1 6．8 2．2 10．6 7．5 2．6 O．9 5．9 4．0 1．8 9．0 6．8 2．2

計
！ 181114．7■ ■

』口 10．4 3．0 7．0 31．4 8．4 22．4 15．7 5．4 10．4 20．1 8．O 11．7 28．8 10．7
同

29，812．7 16．1

男
■

7．4 1．7 5．7 23．1 6．0 17．1 10．7 4．O 6．7 14．0 5．4 8．7 22．4 7．7

校
21，710．7 11．0

女 3．O 1．3■　1 1．3 8．4
2
．
4
． 5．4 5．O ユ．3 3．7 6．O　I 2．7 3．0 6．4 3．O 3．3

　｛8・012・O

5．0
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永井康宏・小

ず，直接参与の率は逆に低下している。殊に女

子においてそれが著しい。また，進学コースで

もその傾向が認められる。かかる結果は，申学

生高校生自身の状況（発達上の特性，健康状

態，意識，意欲など，いわゆる主体的条件）と

彼等が置かれている環境（環境的条件）との複

雑な働き合いによるものであるから，軽々に断

定はできないが，「自由時間に運動しなかった

理由」「運動部へ入らない理由」「運動部員の

悩み」などの調査結果の綜合的考察から，施設

用具の不備という物的条件の他に，現在の受験

体制からくる潜在的な圧追感，自由時間の減

少，運動部の現状に対する心理的低抗感などが

かなり大きく影響していることが認められるよ

うに思う。「自由時間に運動しなかった理由」

では（表7）「したいという気が起らなかっ

た」が最も多く，ついで「勉強が忙がしかった

から」，「用具場所がない」「伸間，相手がな

い」などが多い。しかし勉強が忙しいからとて

週の内1－2日くらい，簡単な運動ができない

わけはないと思われるが，この理由が高校で2

位，申学で3位を占めている。「したいという

気が起らなかった」という状況の申にも，勉強

に対する潜在的な執着思識の存在，あるいは，

勉強による身心の疲労などが大きな原因になっ

’ていることが推察される。また，運動部へ入ら

ない理由では（表8）「帰宅が遅くなる」が最

も多く，ついで「文化部に入っている」である

が，これを除くと，「たゾ何となく」，「運動

が上手でない。選手になれる見込みがない」，

「勉強が思うようにできない」，　「体がつか

れ，体をこわす」などである。これらの理由か

ら，運動部に入らない生徒の運動部観を帰納的

に集約すると「運動部は，運動の上手な者が入

って選手となり，遅くまで練習するところ，場

合によっては勉強が思うようにできず，また，

体をこわすおそれもあるほど練習をするのが常

態である」ということになる。本来，運動部は

教育的な配慮の上にスポーツ活動（練習や試

合）を行なうスポーツ愛好者の集団である筈で

李るが，運動部の現状はヲ運動部を対外試合で

玉耕平

の優勝を最終目的とする少数のスボーツエリー

トの養成集団であるかのような印象を　般の生

徒に与えているようである。このような受けと

め方の申には誤解もあるが，すべてが誤解であ

ると言い切れない事実があることが，運動部員

自身の悩みの申に表明されている。運動部員の

悩みは（表9），申高全体としては「技術的な

こと」が第1位であり，第2位が「勉強」，第

3位が「施設，用具」，第4位が「人間関係」

である。1これらの事項は学校段階，性別，コー

ス別で多少順位の変化があるが，常に上位を占

めていることには変りはない。高校の就職コー

スでは，一位「技術的なこと」，二位「施設用

具」，三位「勉強」であるが，進学コースで

は，一位「勉強」，二位「施設用具」，三位

「技術的なこと」であり，高校全体としては，

一位「技術的なこと」，二位「勉強」，三位
「施設用具」であ之。就職コースの運動部員は

「勉強」を無視するわけではないが，最大関心

事は勝利にあり，それに直接必要な運動技術

や，その練習に関係のある施設用具について悩

みをもち，進学コースの運動部員は，勝利に関

心をもちつ㌧も「勉強」について悩みをもつと

いうのである。このような事実に，現在の受験

体制下の，また，勝利至上主義的状況下にある

運動部の姿が象徴的に表われていると思われ

る。

　運動部に入らない理由の「帰宅が運くなる」

には，遅くなると勉強ができなくなるという意

識が潜在していることが感じられ，「ただ何と

なく」という申には，勉強に対する懸念と共

に，運動部の現状に対する気おくれ（とてもつ

いていけない）とか，心理的抵抗感といったも

のが徴妙に影響しているように感じられる。

　申学生，高校生が体育に対してもつ意識は，

このような現在の環境条件の申で，運動やスポ

ーツにどのような思義を認めているか，また，

運動部にどのような見解をもっているかを追求

してゆくことによって明らかになるであろう。

A運動やスポーツの思義について

　申学生　高校生が，現在彼等がおかれた立場
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体育に関する意識についての研究o

で，運動やスポーツにどのような意義を認めて

いるかという問いに答えた結果をまとめると

（表10及図35）のようである。

　表　10　運動やスポーツの意義　　　　　％

交 社 生 保
体

意 個
気

づ 分
そ

会 活
く 転 の

友 性 豊 健
り

志 性
換 他

全体 8．4 9，5
1
・
・
l
l
l
l
：
1

16．621．315．5 6．9 11．3 0．4

申学 7．O 7．9 18．923．9ユ5．6 9．1 7．4 O．4

高校 9．4 1091 14．719．215．5 5．1 14．5 0．3

表11運動やスポーツの意義（男女別）％

交 杜 生 保
体

意 個
気

づ 分
そ

会 活
く 転 の

友 性 豊 健
り 志 性

換 他

申 7．3 8．2 9．5
　，1721237

17．O 9．3 7．2 O．6

男
高 9．9 10．210．1

1431212　1

15．4 5．8 12．7 O．3

申
，

6．8 7．5 10．620．724．O13．9 8．9 7．6 O．1

女
高 8．7 11．9■ 10．415．516．215．7 3．9 17．5 0．3

06

03

03

表12

図35運動やスポーツの意義（学校段階別）

運動やスポーツの意義

　　（コース別，所属別）　　％

申

学

高

校

　全体としては，①体カづくり，②保健，⑧意

志忍耐カの養成④気分転換，⑤生活を豊かにす

る，⑥社会性の発達，⑦交友，⑧個性伸長，⑨

其の他の順であるが，申学では①体カづくり，

②保健，⑧意志忍耐力の養成，④生活を豊かに

する，⑤個性伸長，⑥杜会性の発達，⑦気分転

換，⑧交友の順，高校では①体力づくり，②意

志忍耐カの養成，⑧保健，④気分転換，⑤杜会

性の発達，⑥生活を豊かにする，⑦交友，⑧個

性伸長の順で，学校段階（発育段階）によって

思義の認め方がや㌧異っている。これをさら

に，性別，コース別，部所属別に分析すると

（表11，12）それぞれ差異が認められるが，男

女差や進学，就職の差は申学，高校の学校段階

の差や，現部員，旧部員，非所属の差に比らべ

れは比較的少ない。

　また，所属別でも，旧部員と非所属とは比較

的似通っているが，現部員との間にはかなりの

距りがある。したがって，彼等が考えている運

動やスポーツに対する意義を動的にとらえるた

めには，一つには発達の観点から，今一つは運

申

学

高

校

進

就

進

就

現

旧

非

現

旧

非

交

友

7．3

6．7

杜
会
性

7．7

8．6

881

10．1

8．3

7．3

5．7

10，6

11．2

8．6

6．5

8．2

125．141

9．29．4

7，810．O

生
活
豊

10．5

9．3

11．5

9，2

保

健

18，6

19．4

15，0

14．3

8，415，2

10，319，9

11，321．5

7．O．10，0

11，515，8

11，316．9

体
づ
く
り

24，5

21．6

局、

士’じ、

ユ5，3

15．3

18，6

20．4

24，6

24，1

22．9

4，4

16．4

19，0

14，4

13．1

206U205

18，0　15，1

19，3　12．8

個

性

8，2

11．4

4．3

5．2

10．1

9．3

8．0

気
分
転
換

7．7

7．2

16，0

12．9

5．5

7．6

9．O

6，318．8

5，814．7
3．8118．0

図36運動やスポーツの意義（学年別）

30％
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ユ0

一巾一
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｝薯；　孤
一高三　■4＼S
　　　　47　“　　！
．、考炉，炉　　帆4

〆7　　　“＼

交字1：小r壮体；　個気
　会海　づ耐　な友　　帷　　姶　　健　　く　志力　推　　転

　　　　　り　　　　　換

動部員か否かという観点からみる必要があるよ

うに思われる。　（図36－38）はそのような観点

から学年別及所属別の意義の認識のし方の相違

をみようとしたものである。

　学年別にみると、申学一年では体力づくり

241％，保健213％が特に著しく，意志忍耐力

の養成がこれにつゾいて15．6％であるが，他は

これらと比べると極めて低く，生活を豊かにす
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永井康 宏・小　玉耕平

るが10．5％，個性伸長が9．2％で，杜　　　図37運動やスポーツの意義（全体）

会津（7．6％），交友（6．3％），気分　　30％

転換（5．O％）などは10％にもみたな

い。しかしそれが学年や学校段階が進

むにしたがってかわり，（図36）それを

項目別に示した（図37）のように，体力

づくり，保健及個性伸長の比率は次第

に減少し，気分転換・杜会注発達・交　　30％

友関係を豊かにするなどの比率は増大

して，高校三年では体カづくり（17．8

％），気分転換（15．8％），保健（15．6

％）意志忍耐力養成（150％）生活を

豊かにする（105％），交友関係を豊

かにする（9．8％），個性伸長（4．4％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肺23高23　小23高23　11123高23　1ヰ123商23
の順になっている。意志忍耐力の養成　　　　1　1　　1　1　　1　1　　1　1
は中学高校を通じて15－16％・生活を　　　図38運動やスポーツの意義（現旧，非別）

豊かにするは10％内外で殆ど変動がな　　30％

いが，気分転換ストレス解消は学年及

学校段階が進み，体力づくり，保健，

個性伸長が減少するにしたがって急増

している。

　以上のような全体的煩向の申で，現

に部に所属している者の認識傾向を旧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　30％
部員及非所属者と比較してみると，現

部員は，運動やスポーツに「交友関係

を豊かにする」，「協力，明朗などの杜

会性を発達させる」，「意志を強くし

忍耐力をつける」などの意義を認めて

いるものが多い。特に「交友関係を豊

かにする」や「協カ，明朗などの杜会　　　I圭123苧23㌻23㌘23一土I23亨23　－iI23亨23

性の発達」は学年や学校段階が進むに

したがって，一層多くなっている。そして「健　　などの意義を認めているものが多い。

康を保持する」とか「生活に楽しみ，安らぎを　　　これに対して非（旧）部員では，体力づく

求める」とか「気分転換，ストレス解消」など　　り，保健，意志忍耐力の発達の他に気分転換，

は，非部員旧部員の方に多く見られる。特に非　　ストレスの解消や生活に楽しみやすらがを与え

部員の「気分転換，ストレス解消」に対する著　　るなどレクリェーションということに，大きな

しい増加に対し，現部員のゆるやかな増加は対　　比重をもたせているものが多いようである。こ

称的である。「生活に楽しみ，安らぎを求め　　のような・部員と非部員との差は・（図38）に

る」は高校現運動部員では著しく減少してい　　みられるように，申学よりも高校において著し

る。現部員は運動やスポーツに，体カづくり，　　い。

意志忍耐カの発達，保健，交友，杜会陸の発達　　B運動部に対する見解について

0ラ 交友関係ゼ豊にする 協力、明朗などの 作活に楽しみ、やす 健康を保持す6
社会挫の発達 らぎを与える

‘’

’

1

0％ 体・ど鍛え、 ，意志、・ど強（し・、．9鮒 鮒11ゼ仙1ぱつ
体力をつける ．ノJをつけろ

気分転換、ストレス〃解消

2

1

30％ 父友関係を豊にヨる 協力、明朗・；どレ） 牢活に楽し＾、ヤす
㍉ぎを与えろ

健康を傑持すり

一現
社会性の発達

一一・一旧

20 ・…非

1

！
　
、
　
　
“
’
　
　
、
　
’
’
　
　
、

＼
．
・
、
べ
㌧
ヘ
メ

㌧．
・’

0
O％ 個推を舳ぱつ 気分献換、ストレス

・＼＝　　　．→ の解消

20 ！｝ノヘ 。．

〈・ヂく〉＞々

10

体を鍛え、 意志を強（し、忍磁
体力をつける 力をつける

＼　　●．　・、

、

　　、！k　　、！1、々〆ノ
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体育に関する意識についての研究H

表　13 （申　　学）　　　　実数％

イ

口

ノ＼

ホ

へ

ト

チ

リ

ヌ

ル

ヲ

ワ

表　14

4

（高　　校）　　　　　実数％

5
男1女

416
48．4

202

理
446

5ユ．2

207
24．7

291
34．2

　27
3．1

　29
3，4

　29
ム3

378
43．5

244
27．8

235

266
　25
2．9

　14
1．6

12
1．9

ユ1

1．7

男1女
1341

坦
273

辿1

321

幽
344

41．O

441
51．8

　88

山
　89

哩
　65
7．4

397
45．7

425
48．4

398

処
10ユ

11．6

266
43．7

203
墾■

239
38．6

287
45．6

301
4幽

　52
8．3

　40
6．2

　41
6．6

325
52．3

303
理・

328
53．0

男1女

32
3．7

　87
10．ユ

185

型
216

24．5

　32269
5．1－30．9

．1
　8115
1．3．13．1

2
1女

1

319
36．5

男

　5　　5
080．6
136　52

21．96．1

　9　　8
1．50．9

　29　16
坐1・9
　13　7
2．10．8

206245
33，027．9

191269
29，831．2

239370
38，642．4

　11　17
1．82．0

　15　　6
2．50．7

　10　6

ヰ・
259’195

416324
257i395
409451

1女

　3

0．5

33
5，3

　2

0．3

イ

口

ノ＼

　7

1，1

　5

0．8
ホ

189
30．3

249
38．8

259
41．8

　16
2二6

　6
1，0

　4
0．6

へ

ト

チ

、リ

ヌ

ノレ

161

型
285
45．3

ヲ

ワ

5
男

247

352
202

理
334

47．2

241
33．9

215
30．3

　43
6．1

　62
8．8

　44
6．2

279

幽
176

24．9

196
28．O

37
5．3

38
541

女

230
32．4

217

幽
303
42．7

248
35．8

201
28．8

　35
4．9

　33
4．7

　29
4．1

212
35．7

170
24．1

202
28．8

　11
ム4

　97
13．7

4
男1女

319
些j

218
30．6

237
担5

266
匹5

312

坐
　90
12．8

122
ムs

　93
13．1

310
43．9

301
42．6

293
41．9

　85
12．ユ

　54
7．6

334
虹1

206
29．3
一一
262

‘37．0

255
型8

337
48．3

　83
11，7

　98
ユ3．9

　87
12．4

・291
49．1

314
44．5

312
44．4

　37
五1

ユ12

15．9

3
男1女

111

螂
ユ12

虹
111

15．7

152
型5

ユ39

與
193

型
203
28．8

118

坦
　83

理
179

型4

163
23．3

157
22．3

146
20．7

■133

18．8

ユ25

17．7

2
男

1・・

ム
130

以2

　15
2．1

　25
3，5

　29
∠」1

180
型与

150
Z」3

236
33．2

25
3．5

28
5．4

40
5．7

164
塑」3

213
30．1

女

　9
」■3

ユ10

15．6

　15
2．1

　42
6．1

　26
3．7

170
坦3

130
18．5

122

理
　1ユ
1．9

　28
4，0

　20
ム§

113
24．6

147
20．8

1
男

　7

』
　51
7．2

　ユユ

1，6

　26
j∠7

　12
二」7

199
型2

168

理
219

30．8

　9
⊥一3

　9
1．7

　8
1．1

260
担0

256
36．2

1女

　3

ム
　46
五5

　5
0，7

　21
五0

　15
2．2

233
32．8

186
26．5

344
34，8

　7
1．2

　9
1，3

　8
1．1

216
47．1

225
31．9

備考｛1．l1彗艦鷺・十1：：．’．’蓑鵠離∴・3’．’1．賛成反対どちら～こもきめられない？｝

申学生，高校生が現在の運動部に対してもつ見

解の動向については，次のような13項目につい

て意見を求め，　（表13～14）のような結果を得

た。尚，これについての考察は，紙数の都合

で，今回は割愛せざるを得なかったので第二報

で発表したい。

意見の項目は次の通りである。

　イ．文化の進むにつれ更にスポーツのもつ意義は大

　　きくなると思います。

　口．スポーツは自分で行なわなくては見る丈では意

　　味がないと思います。

　ハ．スポーツを通してでないと得られないものがス

　　ポーツの申にはあると思います。

　二．運動クラブ（部）の生活は，学力を低下させる

　　ものではないと思います。

　ホ．運動クラブ（部）の生活は，協力的な態度を養

　　うに適した場であると思います。

　へ．運動クラブ（部）の生活は，よく物事を考え
　　ず，すぐ行動する人間を作り易いと思います。

　ト．運動クラブ（部）の生活は，封建的な上下関係

　　を重んずる人間を作ると思います。

　チ　運動クラブ（部）の生活は，規律ある生活をす

　　る態度は養えないと思います。

　リ　運動クラブ（部）の生活は，心身の発達を助長

　　すると思います。

　ヌ　運動クラブ（部）の生活は，人間修養の場とし

　　てふさわしいと思います。

　ル　運動クラブブ（部）の生活は，人間性を豊かに
　　すると思います。

　オ　運動クラブ（部）の生活は，勝敗にこだわる人

　　間を作ると思います。

　ワ　運動クラブ（部）の生活は，望ましい人間関係

　　は生まれないと思います。

　　　　　　　参　考　文　献

江尻　　容
宇士正彦　「学校体育の経営管理」　　光生館

野口　義之　「体育の社会心理学的測定」

　　　　　　「国と島根の教育」　島根県教育委員会

竹之下休蔵1磯村英一　「スポーツ杜会学」

　　　　　　　　　　　　　　　　　大修館書店
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校高学申

職就学進計職就学進計
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⊥
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＾
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）
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・
8
・
9
．

1
⊥
1
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1
⊥

E
0
7
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4
・
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・
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1
⊥
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1
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3
4
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4
・
6
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0
・

1
⊥
1
↓
1
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18．1

ユ7，3

19．3

15，6

15，3

16．2

18．4

ユ6，6

21．1

20，6

20，5

20．7

19．1

ユ8，0

20．6

16，3

14，6

18．7

20，4

19，1

22．2

21，0

21．ユ

21．0

15．9

ユ5，6

16．2

計
男
女

日学
校
の
休

％校内競技への参加別表9
申 学 高 校

合 計1進 学 就 職
一‘　ム

目
計 進 学 就 職

計 現 旧 非
計1

現
旧！

非 計1現 旧 非 計1現 旧 非 計
現1

旧 非
計1 現い日1非

1 Ii800 ‘

参
計 88．O 92．3 89．2 83．5 93．5 95．3 93．5 91，9 77．4 86．2 68．9 76．3 90．8 79．3 670，74．7 90．1 78．1

　165．2

77．3 91．2 79．4 68．6

男 87．6 91．4 89．0 81．9 93．9 95．9 94．2 91．3 75．5 82．8 79．2 62．9 75．6 90．7 75．8 63．7 75．3 90．1 75．7 63．4 75．4 90．6 74．8 64．3
加 女 88．3 93．6 89．4 84．5 93．1 94．6 92．7 92．3 79．3 92．2 72．5 7．72 91，ユ 83．8 70．41　ヨ 74．0 90．3 81．4 66．7 80．4 93．2　1 85．5 74．O

・
…
1
1
1
．
7

6．81 65I 7．d21．51
■

不 計 10．6 15．6 6．1 4．O 12．3 19．3 30．1 22．6
　≡8．9i

19．9
　I31．2

24．1 9．9

2
0
6
1
3
3
．
2
2
2
8
1
3
5
2
…
1
…

21．8 8．8 20．1 30．0
。8！ ■

一

参 男 7．8 11．0 16．7 5．9 3．5 8・7123・1 16．1 20．8 34．3 23．4 9．3 23．1 34．6 23．7 9．9 23．5 9．5 24．3 33．7

加 女 11．O 5．3 10．1 14．8 6．3 4．6 731
　
I
6
，
6
1
9
．
8
　
1

5．9 27．41　□ 21．5，　1 7．6 156！27．9 24．6 9．7 19．2 6．8 14．5 25．3
I

I
H
8
1
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牛 計 現 旧 非

．8．5 20．4 22．0 17．5 211
O．0 22．4 23．5 20．1 229
．7．ユ ユ6．8 17．3 13．3 184

、0．7 16．4 21．5 15．8 137
．O．O 16．1 21．9 16．4 114
．1．3 17．O 20．O 14．9 169

2．9 5．2 5．3 6．2 46
3．9 5．6 5．6 7．1 4．7

1．9 4．5 4．3 4．6 4．4

8，3 14．3 9．9 ユ7．7 15．2

．7．6 14．3 10．0 14．8 17．4

9．O 14．5 9．4 22．6 12．2

O．6 12．9 6．5 15．0 15．7

8．6 11．3 5．6 13．3 14．7

2．4 15．9 9．4 17．9 17．1

9．7 11．2 15．3 8．9 10．O

8．7 11．0 14．5 9．O 9．3

0．6 11．7 18．O 8．7 10．9

6．8 10．1 14．1 8．3 8．6

7．3 10．6 14．O 9．0 8．8

o．3 9．2 14．4 7．2 8．3

12．3 9．2 5．3 10．4 11．O

．6 8．8 4．9
　
　
■
1
0
．
0
　
6
．
5
　
　
1

10．5 10．8

．1

10．3 11．2一

．3 O．2 0．2 0．2 O．2

1．2

．2 O．6 O，7 0．5 O．5
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体育に関する意識についての研究o

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　チ．運動クラブ（部）の生活は，規律ある生活をす

　　る態度は養えないと思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　リ・運動クラブ（部）の生活は，心身の発達を助長

　　すると思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　ヌ．運動クラブ（部）の生活は，人間修養の場とし

　　てふさわしいと思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　ル．運動クラブ（部）の生活は，人間性を豊かにす

　　ると思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　オ．運動クラブ（部）の生活は，勝敗にこだわる人

　　間を作ると思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　ワー運動クラブ（部）の生活は，望ましい人関関係

　　は生まれないと思います。

　　　　　　　　十十　十　？　一　一一

　　　　質問紙用（皿）

調査A　「運動クラフ（部）に入っている人だけ答え

　　　て下さい。」

　（1）あなたがクラブ（部）に入ったのはいつからで

　　すか。

　　私は　　　年生の　　　月頃から（　　）クラ

　　ブ（部）に入っています。

（2）あなたのクラブ（部）の練習状況はどのようで

　　すか。

　イ．私たちのクラブ（部）は週　　日練習をします

　口．決っていません。

（3）あなた方のクラブ（部）は対外試合に出たこと

　　がありますか、

　私たちのクラブ（部）はこの1年間に対外試合に

　　｛］たこと賊歎：

　私はこの1年間に対外試合に

　　｛二蜂圭祭雛鮒回）
（4）あなたはクラブ（部）の申で何か係を引き受け

　ていますか。

　私はイ．（　　　　）をしている。

　　　口．していません。

（5）あなたはクラブ（部）の練習にどの程度に参加

　していますか。

　私は（イ．常に参加している　口．時々参加して

　　いる　ハ．めったに参加しない。

（6）あなたはクラブ（部）の生活に何か悩みがあり

　ますか。　（次のうち悩みのあるものに○印をして

　下さい）

　イ．健康や体カ

　ロ．技術的なこと

　ハ．人間関係

　二．指導者

　ホ．施設，用具

　へ．勉強

（7）あなたは，クラブ（部）の生活の申で今までに

　印象に残っている事柄がありますか。

　イーあります（簡単にその内容を書いて下さい）

　口．ありません

調査B　運動クラブ（部）に入っていない人だけ答え

　　　て下さい」

　（1）あなたは次のような経験がありますか。

　　　（ある経験に○印をつけて下さい）

　　イークラブ（部）の練習を見て自分も入って練習

　　　したいと思ったこと。

　　口．あるクラブ（部）が優勝したり，強いとかい

　　　うことを聞いて自分も入部したいと思ったこ

　　　と。

　　ハ　体育の時間に話しを聞いているうちに白分も

　　　入って見たいと思ったこと。

　　二・体育の時間に練習していて自分もクラブに入

　　　って見たいと思ったこと。

　　ホ　新しい運動施設や用具を見て白分もクラブに

　　　入って見たいと思ったこと。

　　へ　映画，テレビ，新聞などを見て自分もクラブ

　　　に入って見たいと思ったこと。

　　ト．たゾ何んとなくクラブに入って見たいと思っ

　　　たこと。

　　チ．その他の理由からクラブに入って見たいと思

　　　ったこと。

その理由

（2）現在あなたが運動クラブ（部）に入っていない

　理由を次の申からあげて下さい。　（○印をつけて

　下さい）
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永井康宏・小玉耕平

　　イ．文化部に入っているから。

　　口．からだが疲れる，からだをこわす。

　　ハ．勉強が思うようにできない。

　　二．クラブの申にいやな人がいる。上級生がうる

　　　さい。ふん囲気が好ましくない。

　　ホ．練習が思うようにできない。

　　へ．運動が上手でない，選手になれる見込みがな

　　　い。

　　ト．費用がかかりすぎる。

　　チ．帰宅がおそくなる（通学の都合上）。

　　リ．運動が嬢い。

　　ヌ，家庭の都合。

　　ル．たゾ何んとなく。

　　オ．希望するクラブがない。

　　ワ．その他の理由から。

　　　理　由

　（3）あなたはクラブ（部）に入っている人をうらや

　　ましく思ったことがありますか。

　　イ．あります　口．ありません

調査C　「校内競技に参加したことのない人だけ答え

　　　て下さい。」

　（1）参加しなかった理由を次の申からえらび○印を

　　つけて下さい。

　　イ．参加したくても人数の制限から出られなかっ

　　　たから。

　　口．嫌いな種目だったから。

　　ハ．負けるといやな事を言われるから。

　　二．自分と一諸になる伸間がいなかったので。

　　ホ．運動が上手でないので。

　　へ．勉強に忙がしいので。

　　ト．運動が嬢いなので。

　　チ．家の都合で。

　　リ．からだが弱いので。

　　ヌ．その他。1　　　　　　　　　」

（2）校内競技についてどのように思いますか。

／）校徽は／／繊一・度／1ξ坪

　　　口．やらなくともよい。

　　（口）校内競技をやるとすれぱ

　　　イ．ぜひ参加したい

　　　口．好きな種目（　　　　）の競技に参加し

　　　　　たい。

　　　ハ．参加しなくともよい。

　　　二．参加したくない。

　（3）校内競技の意義をどのように考えますか。

　　　イ　大いに意義がある。

　　　口．意義がある。

　　　ハ．わからない。

　　　二．たいした意義はない。

　　　ホ．やる必要はない。

調査D　「この一週間の休み時間や白由時間に殆んど

　　　運動しなかった人だけ答えて下さい。」

　（1）あなたが休み時間や自由な時間に運動しなかっ

　　た理由を次の申から見つけて○印をつけて下さ

　　い。

　　　イ．運動をしたかったけれども場所も用具もな

　　　　かったので。

　　　口．運動をしたかったけれども伸間や相手がい

　　　　なかったので。

　　　ハ．運動をしたいが勉強や読書で忙がしかった

　　　　ので。

　　　二．掃除，集会など学校や学級，生徒会の仕事

　　　　の関係でできなかった。

　　　ホ．運動をしたいという気が起らなかったの

　　　　で。

　　　へ．その他の理由から

　　　　理由／　　　　　　〕

（2）あなたは休み時間や自由時間に運動することが

　　ありますか。

　　私は（昼休み，放課后，休日）にイ．暇を作って

　　　運動をするようにつとめている　口．時々する

　　　ことがある　ハ．めったにしない

（3）あなたは運動の不足を感じたことがあります

か二．あります口．ありません
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